





































































2)駅陰性群ではCpCRがdistant disease free survival延長の有意な因子である。
3)駅に関係なくpINVの症例i利勝転移のハイリスク群であり、 trastu耳uraabの補助療牡のみ
では弟症抑抑ま困難である。
本飴文は、乳腺専門医コースにおける研究として、 HER2陽性乳癌に対する肝耐ヒ学療治の効
果に関わる払床因子の知見を与えたものであり、最終群敬として独文内容に関連した親閲を受
け合格したので、博士(医学)の学位論文に催するものと藩められた.
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